
北信地域障がい福祉自立支援協議会 議事録 
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部会名 

第 3回 幹事会 

会議で話し合われた事 

①相談支援専門員からの活動報告（7～9月） 

 ・医療的ケアが必要な児・者が利用できる通所事業所や短期入所事業所等が不足している。特に訪問入浴につ

いては、地域生活支援事業の任意事業として位置づけられてはいるが、この圏域では実施されていない状況。    

⇒訪問入浴については、地域のニーズ把握をしながら検討をしていく。 

 ・医療的ケアが必要で入院しているお子さんが、退院してご自宅で安心して生活していくために、入院中から病

院の支援者と地域の支援者が顔を合せて支援体制を構築していく仕組みを整えていく必要性がある。 

 

②障害者差別解消支援地域協議会の設置にむけて（権利擁護部会より） 

 これまで検討してきた通り、本会を自立支援協議会、実務者会議を権利擁護部会の中に設置する。 

 今年度第 2 回自立支援協議会で設置について諮り、H30 年 4月 1日からの運用を目指す。 

 

③第 2 回自立支援協議会について 

 【開催日時】平成 30年 11 月 9日（金）午前 9：30～11：30 

 【場所】飯山庁舎 3 階 大会議室 

 【内容】 1、上半期の活部会活動報告 

     2、北信圏域障害者差別解消支援地域協議会の設置について 

     3、ミニ研修会「障がいを理由とする差別の解消（合理的配慮の提供）について考えよう！」 

 ※今回も一般公開とする。 

 

④医療的ケア児等支援の体制つくりに向けて（市町村課題検討 WG より） 

 第 5 期障害福祉計画において、医療的ケア児等支援のための協議の場を今年度中に設置することを目標とし

ている。その実現に向け、市町村課題検討 WG にて、県のアドバイザー亀井智泉氏を招き学習会をしたり、そだち

ネットワーク部会 重心・医ケア WG の代表者を招いて情報共有を行ってきた。 

 今後については、そだちネットワーク部会 重心・医ケア WGをその協議の場としつつ、今年度は過渡期としてと

らえ、将来的には医療関係者等を含めた協議の場に太らせていけるようにしたいと考えている。 

   ⇒そだちネットワーク部会へ正式な依頼をしていく。 

 

⑤その他 

 ・本人中心部会 部会長の変更について 

 ・備品購入について 

 ・長野県自立支援協議会フォーラム開催のお知らせ 

参加者所属機関名等 

北信保健福祉事務所福祉課・健康づくり支援課、中野市福祉課、飯山市保健福祉課、山ノ内町健康福祉課、木島平

村民生課、野沢温泉村民生課、栄村健康支援課、はるかぜ、高水福祉会、北信圏域障害者総合相談支援センター 

開催日時 

平成 30 年 9 月 28 日（金）14：30～16：30 

本日のテーマ、課題等 

①相談支援専門員からの活動報告   ②障害者差別解消支援地域協議会の設置にむけて 

③第 2 回自立支援協議会について   ④医療的ケア時等支援の体制つくりに向けて     ⑤その他 


